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§１．研究成果の概要 
 

本研究は、レーザー冷却した原子を用いて、ダークマター探索を行うことを目的としている。今年

度は、実験に使用する光源開発に着手した。 

この実験では、様々な光源を準備する必要がある。今年度は、ECDL を作製した。ECDL は、外

部の擾乱に対して堅牢なシステムとするため、干渉フィルター型 ECDL を構築する。干渉フィルタ

ー型 ECDL は、波長選択に、従来の回折格子ではなく、干渉フィルターの角度依存性を用い、周

波数は共振器長をピエゾ素子で制御する。アウトプットカップラーがキャッツアイ機構になっている

ことから、堅牢なレーザーシステムを構築する。作製した ECDL の電流-温度特性を評価したとこ

ろ、LD 電流 40 mA あたりにしきい値を持ち、90 mA にて、37 mW の出力を得ることができた。 

 

 


